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図1 分布域

太平洋の沿岸域から沖合域に
かけて広く分布する。産卵も、
沿岸～沖合の広い海域で行わ
れる。資源が少ない時代は、
沖合域における分布量は少な
い。

図2 漁獲量の推移

漁獲量は、1990年
に急増し20万トンを
上回り、2003年に
は過去最高の40.8万
トンとなった。その
後は減少傾向を示し
たが、近年は横ばい
傾向にあり、2022
年は 4.0万トンで
あった。

図3 年齢別漁獲尾数の推移

漁獲物の年齢組成を尾数で見ると、1990～
2013年には2歳（灰）と3歳（黄）が概ね10%
以上含まれていたが、2014年以降は0歳（青）
と1歳（橙）が漁獲物の大部分（97%以上）を
占める。

カタクチイワシは日本周辺に広く生息し、本系群はこのうち太平洋側に分布する群である。
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本資料では、管理基準値や漁獲管理規則など、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）の議論をふまえて最終化される項目に
ついては、研究機関会議において提案された値を暫定的に示した。











2034年に親魚量が目標管理基準値案（11.2万トン）を上回る確率

β 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034

1.0 12.7 12.3 15.1 12.7 11.9 11.5 11.4 11.3 11.3 11.3 11.3 11.3 11.3 45%

0.9 12.7 12.3 15.1 13.5 12.8 12.5 12.4 12.4 12.3 12.4 12.4 12.4 12.4 59%

0.8 12.7 12.3 15.1 14.3 13.8 13.7 13.6 13.6 13.6 13.6 13.6 13.6 13.6 73%

0.7 12.7 12.3 15.1 15.1 15.0 15.0 14.9 14.9 14.9 15.0 15.0 15.0 15.0 85%

現状の漁獲圧 12.7 12.3 15.1 14.6 14.3 14.2 14.2 14.1 14.1 14.2 14.2 14.2 14.2 78%

β 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034

1.0 4.0 4.3 9.9 8.8 8.3 8.2 8.1 8.1 8.1 8.1 8.1 8.1 8.0 

0.9 4.0 4.3 9.3 8.5 8.2 8.1 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 

0.8 4.0 4.3 8.6 8.2 8.0 7.9 7.9 7.9 7.9 7.9 7.9 7.9 7.9 

0.7 4.0 4.3 7.8 7.8 7.7 7.7 7.7 7.7 7.7 7.7 7.7 7.7 7.7 

現状の漁獲圧 4.0 4.3 8.2 8.0 7.9 7.9 7.8 7.8 7.8 7.8 7.8 7.8 7.8 

カタクチイワシ（太平洋系群）⑥

漁獲管理規則案に基づく将来予測において、βを0.7～1.0の範囲で変更した場合と現状の漁獲圧（2020～
2022年の平均：β=0.76相当）の場合の平均親魚量と平均漁獲量の推移を示す。2023年の漁獲量は2018～
2022年の平均漁獲量とし、2024年から漁獲管理規則案に基づく漁獲を開始する。
β＝0.8とした場合、2024年の平均漁獲量は8.6万トン、2034年に親魚量が目標管理基準値案を上回る確率は
73％と予測される。また、βが0.9以下であれば、2034年の親魚量は目標管理基準値案を50%以上の確率で上
回ると予測される。

※表の値は今後の資源評価により更新される。

表1．将来の平均親魚量（万トン）

表2．将来の平均漁獲量（万トン）

本資料では、管理基準値や漁獲管理規則など、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）の議論をふまえて最終化される項目に
ついては、研究機関会議において提案された値を暫定的に示した。

2023年8月22日公開


